
唐蕃會盟碑 のチベ ッ ト文 について

高 崎 正 芳

佐藤長博士 「古代 チベ ッ ト史研究 」pp. 908-931に 優 れたテキスしトと和課そ して研究が

あ る。以下に出 したチベ ット文は部分的な ものであ る。爾 〔 〕内はMSに よつて挿入 で

き るもの。 ・ は前後の績 き,… …は不明 の部分 を示す。iはi母 音 の裏返つた型。

(行)E面
I (1)

3. (tshe // bod rgya g) fiis kyi-
II

4. (gtan tshig) s rdo riiis la-
III

5. (//) hphrul gyi-ho lde spu rgya (l // yu) l byun sa dod tshun cad
IV (2) V (3)

3. (gd) un. (ma hgyur ba) r //-// gaps (ri)
VI (4)

7. (mth) on pohi ni dbus-// yul mtho (sa) g(tsars)
(5) VII

$. (shes g)nam gyi-//-// gtsug lag

9. (chen pos) ni // (yun) d kyi srid btsugs //-
VIII (6)

10. (lugs bsra) in // byam (s pah) i-
IX (7)

11. (dgra that) s (m) khas (pas ni) phyihi-
x XI (8)

12. (dbu rmog) ni slar shin brtsan pals nam shar gts)ug myi hgyur //
XII

byin
(9) (10)

13. (na) ms pahi g-yun drun gi rgyal po chen po (yin) //-
XIII (11)

14.-// nub phyog (s kyi to zig) darn // byan phyogs kyi (dru gu) ni
XIV (12) (13) (14)

15. // g-ya g (-yohi) rgyal po sde (chen por b) y (a) ba kun ky (arn,)
XV (15)

16. (//lugs b) zan po (la my) i
(16)

17. (phyo) gs-//-// bkah stsal (to) chog
(17) xvI

18. /...... car phyogs ni, rgya hdug pa // mtsho chen (po) hi (bar //
(18)

ni (ma)
XVII

19. car pa logs kyi rgyal po ste // lho bal gshan dais myi hdra (bar
(19)

srid dan /)
XVIII (20)

20.-//-//-// hthab kyi zla (// gnen)
(21)

21. gyi...... ste//-
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(146)唐 蕃 會 盟 碑 の チ ベ ッ ト文 に つ い て(高 崎)

XIc

29. // sohi blon pos gnod pa
(22)

30. dag rdul gyis kyan //-
(23)

31. po...... dag gi tshe //-
xx

32. [thu] gs nons byuin no chog na //-
xxI

41. // // de (tshu) n
(24)

42. (chad) //-
XXIT (25)

55.-/ (/legs pa) hi chab srid ni-
XXIII

68.-// rgyahi po na thabs // hgu
(26) XXIV

69. [ci can cirn) yod pa // do tsehe dan // (thabs tsan can de bhu) yod

pa //
XXV (27) (28) XXVI

70. (li kihu la stsogs pas) byas so // gtsigs khrims rdo runs la bris (......hdi
(28)

71.hdra ...... gcig rgyahi yul ken cir yan btsugs so //)

略 語

Ri. Richardson, Hugh E., Ancient Historical Edicts at Lhasa and the Mu Tsung /

Khri Gtsug Lde Brtsan Treaty of A. D. 821-822 from the Inscription at

Lhasa, London, 1952. AHE.

Li. Li Fang-Kuei, The Inscription of the Sino-Tibetan Treaty of 821-822, TP.,

1957.

S. Sato Hisashi, Historical Study of Ancient Tibet, Vol. 11 , Kyot, 1959. HSA.

証 (1) Ri......... bod rgya" [g)nis, Li. dbon shah (2) Ri. huh na[s mihi rje)r

(3) S. gan la (4) S. mthos g...... (5) Ri. (ba la) gnam (6) Ri. [tshu) l

g [nan) (7) Ri. (dgra th) abs mkhas (na) s // (8) Ri. brtsan...... na...... ug, Li-

brtsan pa...... nam shar...... ug (9) Ri. byin (gyi rlabs) pahi, Li. byin (na) m (s

pa) hi (10) Ri. pohi tshe //, Li. po ni the// (11) Ri. dru gu ne, S. drug ni, MS.

Gru gu (12) Ri. gya g....... S. gyu...... (13) Ri. sde [na)...... o [r bya) ba, Li-

sdom-o-y-b,S. sde...... m-y-b (14) Ri., Li. ky-, S. gy...... (15) Ri. dan...... n po [r nil,

S. dah...bain po i (16) Ri. stsal[d do) co[g), Li. stsal...cho-, S. stsal...chog (17)

MS-car phyogs na (18) Ri. "chen pohi drun du" or "gram du" ni [ma) (19)

Ri. hdra (bar) ... (g) (20) Ri. "glen" (21) Ri. gyi do ste (22) S. dag rduli

byas (23) Ri. pohi dag, Li. ha dag, S. do ...dag (24) S.-pa (25) Ri. [te // bod

rgya) hi (26) Ri. hgu [cihu) shah cin, Li. hgu ci chuh cin, MS.un gin (27)

Ms. 1i kribu と讃 め る。(28) Ri. bris pa hdi(29)Ri.〔dan hdra〕bagcig//
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唐蕃會盟碑 のチベ ッ ト文 について(高 崎)(147)

和 課

I.13-時, チ ベ ッ ト ・シナ ニ 者 の-。II.14-理 由 を-。
a)

III.15-國 が 生 じ地 が現 じて以 後-。IV.16-系 統 不 攣 の-。

V.16-7-高 い 雪 山 の 中央-。VI.17-8-地 清 き を もつ て-。
b)

VII.18-g-大 知 識 は永 遠 の 國 を建 て-。VIII.Z・ ・-〔人 の〕規 律 を 正 しん。IX.1、1-
c)d)

敵 の職 略 に通 ず る こ とを もつ て-。X.1・2-兜 は-。XI.1・2-何 時 に て も頭 頂 に-。
e)

XII. 12-13-偉 大 に して 不壌 な るユ ン ド ゥ ンの大 王 な り。
f)g)

XIII.114-西 方 の タヂ と北 方 の ル グ とは-。
h)

XIV.115-右 左 の 大王 族 とい わ れ るす べ て も亦-。

XV.116-よ き秩 序 に離反 せ ず-。
i)

XVI.118-19-大 湖 の 中 間。 東 な る(日 出 る) 地 方 の 王 に して-。

XVII. 119-異 る を 領 土 と し-。

XVIII. 120-親 し き-。
j)

XIX. 12g-30-侵 害 な ど鎭 塵 せ ら れ-。

XX. 132-心 意 を-。

XXI. 141-42-そ れ 以 後-。

XXII. 155-善 き-。
k)l)

XXIII.168-59-位 御 〔史 〕 中丞-。XXIV・169-位 贅 善 大 夫-。XXV.170-令 孤 な

ど に よ り-。XXVI.170-71-こ れ 〔と〕同 一 の もの を シナ の 國京 師 に も建 立 せ り。

解 説

a.) Msに は-bo lde spu rgyal<gfia khri btsan po>//yul byuh/sa

dod tshun cad-と あ る<>内 は小 文 字 で 註 記 され た もの で あ り, yulbyuh

の 次 に あ る垂線 と共 に, そ れ らは文 の理 解 と讃 み方 に つい て の 意 見 を示 そ う と し

た もの で あ ろ うか。 オ デ プギ ェニ ャチ ツ ェ ンポ に つい て は佐 藤 長 博 士 の 研 究 (H

sA,PP157-250) に くわ しい。yul byun sa dod の 讃 み 方 に つ い て は, AHE.,

P.60,P.63,9。HSA.,P.923参 照。

b.)Ms註 記 に<Inibi>1ugs bsrah//と あ り今 それ を用 い た。

c.d.)ボ ンポの 傳 説 に よれ ば,兜 が古 代 チ ベ ッ ト王 の表 象 の一 つ と し て 重 要 な

意 味 を もつ もの といわ れ る。 トゥ ッチ敏 授 「古 代 チ ベ ッ ト王 の 示申秘 的性 格 」(East

and West, Roma, 1955, P.220) (HSA,PP.714-718) 参 照。

e.) ユ ン ドゥ ン ・Svastika につ い て, ト ゥッチ敏 授 は, チ デ ソ ンツ ェ ン王 の 墓

碑 に見 えて い る圖 は も と佛 敏 の Svastika 卍 が, の ち の あ るボ ンポの 故 意、に よつ
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(148) 唐 蕃 會盟 碑 の チ ベ ッ ト文 につ レ て(高 崎)

て田 に攣 え られ て い る。 そ れ は ラ ンダル マ王 の 時代 に起 つ た二 宗 派 間 の 抗 孚 の あ

とを示 す もの で はな か ろ うか,と 述 べ て い る。(The Tombs of Tibetan Kings, Ro-

ma,1950,p.36)。 リチ ャ ー ドス ン氏 は Svastika は永 遠(永 績)と い う こと の ボ

ンの象 微 を意 味 す る もの の よ うで あ る, とす る。(AHE,p.63) そ う い ち 意 味 の

文 は リチ ャー ドス ン氏 の 出 版 した コ ンボ碑 文 中 に も見 出 さ れ る。 「… …最 初 の 祀

先 の時, 紳 と人 とが 匠 別 な き頃 (よ り) 卒 安 な る支 配 は永 遠 のSvastika の 如 く

に な され たが … … 」。尚 コ ンボ碑 文 の テ キ ス トの 下 方 にFの 圖 が 並 ん で い る。

(JRAS, October, 1954)。

f.) Ta zig ま た は Staggzigs は Tajik の な ま りで, ペ ル シ ャ種 族 で あ る と云

わ れ る。(S.C.ダ ー ス氏 「藏英贈典」P・512, P・548)。 中國 資 料 の 「大 食 」。

9・)拓 本 はDru g〔u〕 と讃 め る。MSで は Gru guに なつ て い る。Dru gu若

し くはGru guに つ い て, リチ ャ ー ドス ン氏 は トォー マ ス氏 の 研 究 (JRAS・, 1931・

p・816) を 用 い て い る。 即 ち それ に よれ ば ウ イ グル ・ トル コ人 だ と い う。(AHE.,

p.63)参 照。 中國 資 料 の 「突 蕨 」。

h.)g-yag-yo をg-yasg-yon「 右 左 」 と讃 ん だ の は Lhod ZangPo ケ ンボ の

意 見 に よ つて い る。

i.)MSに は<phyibi rgya>mtsho chen pobi barr 外 の大 海 の 中間 」 と註 記

してい る。 だ が 本 文 自髄 は 「大湖(の 中間)」 と しか讃 め な い。 大 湖 を 具 髄 的 に

青 海 を指 して い るの で あ ろ う とす る想 定 がHSA., P.926に 述 べ られ て い るが

MSの 註 記 して い る意味 に つ い て は,何 か 別 な もの が あ るの か も知 れ な い。

j.)拓 本 で はrhulに 讃 め る。 リチ ャー ドス ン氏 の 課 文 は「鎭 歴 す るの に苦 慮 し」

と なつ てい る (AHE・, P・61)。 また 佐 藤長 博 士 の意 見 はrhu1-rdu1-rtu1の 意 に取

る とせ られ る (HsAp.926(10))。 と こ ろで rhu1 を dul と見, hdul 或 は brtul

の 意 味 に一鷹 理解 した が更 に研 究 を要 す る。 因 み に, MSは こ の 語 に 績 い て<

hgros>の 語 を註 記 して い る。

k) 爾唐書 に は 「太 僕 少 卿 杜 載 」 と 出て い るが,唐 會 要 九 七,冊 府 元 鞄 九 八 十

で は杜載 が 「太 僕 少 卿 兼 御 史 中丞 」 で あつ た こ とを 記 して い る。 チ ベ ツ ト語 音 爲

は御 史 中丞 の職 名 に當 つ てい る。

1.)MSは 1i-kribu と讃 め るが, li-kihu 或 はli〔h〕kibuが 令 孤 に近 い と思 わ

れ る。た ぼ通 に當 る音 爲 はMS中 に見 當 らない。 「唐 蕃 會 盟 碑 の チ ベ ッ ト文 資 料 」

(印度學佛敬學研究, 第十二巻 ・第一號PP.196-197)参 照。
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唐 蕃會盟碑のチベ ッ ト文 について(高 崎) (149)

W面
1

8. lha myi kun (gyis) ces cin-
II (1)

9. to // tshe tshe (rabs rab) s su //-
III (2)

10. du yod bahi (...... shin // gtsigs)
IV

12. // hphrul-gyi Clha btsan po khri gtsug)

13. lde brtsan gyi (sha sna nas // rgya rje)
V (3)

14.-hehu tig (hwarn de / hphrul dbon)
VI

15. gnis /(/ sgam dkyel chen pos)
VII (4)

16. ni // (hphral yun gnis) gyi legs
VIII (5)

17. nes ci (yarn mkhyen//)-
(s)

23.-sri shu ni bs (dur) khyim tshes
IX (7)

24. dgyes pahi (tshar kha ni) brtseg par
x (8)

71.-rje blon gyis (shat)
(9)

77. yi ge ...... so sohi phyag sbal du

証 (1) Ri. (hi myi rabs kyi gtam) brjo (d), Li. Crabs rab) s su // (2) Ri.

(phyir // gtsigs), Li. (mjal dum gyi gtsigs) (3) Ri. ti (g hwan to dan //) dbon,

S. ti(g hwan te...dbon) (4) Ri. (hphral yun yul gyfl, S.// gyi legs, MS. kyi

legs (5) Ri. (yan bsrun ste (6) Ri. (ni darn srnahi), S. sa, MS. bsdun

(7) Ri. tshul (slay du), Li. cho, S. cha (8) Li. gyis kha cig... (9)

Ri. yanA so sohi phyag sbal du•B

和 課

1. 18-神 人 す べ て が-。II.19-代 代 に-。III110-盟 約 の-。
a)

IV.112-13-神 ツ ェ ン ポ, チ ツ ク デ ツ ェ ン陛 下 と シ ナ-。
b)

v・1・4-化現せる-。115-短 瀬 こ-。

VII.116-今 永 爾 方-。VIII.117-如 何 な る善 悪 を も知 つ て-。

IX. 124-喜 び の 機會 が-。X.171-ぬ か つ い て-。

解 読、

a.)MSに は, この王 名 の 上 部 に 「レーパ チ ェ ン」 と註 記 してい る。 それ につ い

て, HSA., P.912参 照。b.) 深 謀 遠 慮 に よつ て の意 味。HSA・,PP. 926-927参 照。

c.) W面 の漢 文 で は 「曉 今 永 之 屯 」 と あ る。

佐藤長, 稻葉正就雨博士, 間野漕龍氏等 よ り御 教示 をいただいた。
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